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【５月のアメリカの祝日】５月２５日（５月最終月曜日） ： 戦没者記念日/メモリアル・デー

◆海運業界におけるアジアの立ち位置◆　
海上貿易の輸送量は年々増加をしており、地域別に見ると輸出元としてはアジアが最も多く貢献しています。
コンテナ船貨物のメイン航路はアジア発、北米・欧州向けとなっており、下記の「国別コンテナ取扱ランキング」にあるように
一大積荷地である中国のシェアが約28％と、続くアメリカに4倍以上の差をつけたＴＥＵ数を取り扱っています。
また、「港湾別コンテナ取扱ランキング」を見てみると、上位20港のうち色付けをしている9港が中国の港となっています。
これらの情報からも、いかに中国の取扱量が他国を圧倒しているかがわかります。

国別・港湾別コンテナ取扱ランキング(2018年、取扱量単位:TEU)

順位 国名 TEU シェア

世界合計 793,260,606 -

1 中国 225,828,900 28.46%
2 アメリカ 54,688,353 6.89%
3 シンガポール 36,600,000 4.61%
4 韓国 28,945,400 3.64%
5 マレーシア 24,956,000 3.14%
6 日本 22,433,824 2.82%
7 香港 19,641,000 2.48%
8 ドイツ 19,597,633 2.48%
9 アラブ首長国連邦 19,054,000 2.40%

10 スペイン 17,189,759 2.16%
11 インド 16,382,600 2.07%
12 ベトナム 16,374,195 2.06%
13 台湾 15,321,600 1.93%
14 オランダ 14,825,967 1.86%
15 インドネシア 12,853,000 1.62%
16 ベルギー 12,682,100 1.59%
17 イギリス 11,695,222 1.47%
18 タイ 11,185,200 1.41%
19 イタリア 10,547,112 1.32%
20 ブラジル 10,312,431 1.30%
︙ ︙ ︙ ︙

出典:UNCTAD「Conta iner port throughput, annual　2018」

国別

～海運業界を取り巻く環境について～ 第1回：アジアの主要港湾

順位 港湾名 国名 TEU

世界合計 - 793,260,606
1 上海 中国 42,010,200
2 シンガポール シンガポール 36,599,281
3 寧波-舟山 中国 26,350,800
4 深圳 中国 25,735,900
5 釜山 韓国 21,662,572
6 広州 中国 21,622,700
7 香港 中国 19,596,000
8 青島 中国 19,315,400
9 LAX/LGB アメリカ 17,549,775

10 天津 中国 16,006,900
11 ドバイ アラブ首長国連邦 14,954,116
12 ロッテルダム オランダ 14,512,661
13 ポートケラン マレーシア 12,316,003
14 アントワープ ベルギー 11,100,408
15 厦門 中国 10,702,300
16 高雄 台湾 10,445,726
17 大連 中国 9,767,380
18 タンジュンペレパス マレーシア 8,960,865
19 ハンブルグ ドイツ 8,770,000
20 京浜港 日本 8,290,252
︙ ︙ ︙ ︙

港湾別

出典：国土交通省港湾局「世界の港湾別コンテナ取扱個数ランキング」

        UNCTAD「Container port throughput, annual　2018」

一方、日本の港湾に注目すると最高でも
東京・横浜・川崎の3港を合わせた
「国際戦略港湾」である京浜港が20位で、
単独の港で比較をすると
東京港（5,107,528TEU）が最高順位の
27番目に位置しています。
取扱量は上海の約1/8程度となります。
アジア諸国の港湾と比較をすると、
日本の港湾にはまだ上位を狙える
余地があることがわかります。

また、他の地域について着目すると
アジア発北米・欧州航路のハブ港である
上海、シンガポールが上位に位置しており、
更に輸送量が増える見込みがあることから
今後も動向から目が離せません。

しかし、輸送量の増加について述べた一方で、
米中貿易摩擦や、今回の新型コロナウイルスが
今後どのように影響してくるのか
弊社としても油断せずに注目していきます。

次回は「コンテナ船のマーケット環境」
についてお伝えします。

我々海運業界を取り巻く環境についてお伝えします。
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